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縄文中期以後、寒冷化にむかう北海道で人口減少が始まるなか、道南森町では北海道最大の環状列石が約 4 千年
前の縄文後期に造られた。遺跡数から森町の人口密度（人 / km2）を推計すると、縄文の早期 0.05、前期 0.26、中期 1.8、
後期 1.4、晩期 0.20、擦文 0.07、アイヌ 0.00、現在 43 である。他方、北海道の平均人口密度との比とする森町の相
対人口密度は、環状列石が建設された縄文後期が最も高い 2.8 である。この値は現在 2018 年の値 0.67 と比べても
最大である。道南と青森県本州との間で人口移動が長年生じるなか、環状列石が制作された縄文後期の森町が相対
的に栄えていた。こうした縄文期の人口研究から、交通の要衝である森町には人口増を促す産業振興が 21 世紀で
さえ期待できる。
From the middle of the Jomon period, the population in Hokkaido began to decline due to cold weather. Hokkaido's 
largest stone circle was built in the late Jomon period, about four thousand years ago, in Morimachi. The population 
density of Morimachi (people/km2) can be estimated from the number of its archaeological sites. Density values were 
0.05, 0.26, 1.8, 1.4 and 0.20 during the initial, early, middle, late and ﬁnal Jomon periods, respectively. They were 0.07 
during the scouring period, 0.00 during the Ainu period and the present density is 43. However, at one point during the 
late Jomon period after the stone circle had been built, the relative population density of Morimachi, which is the ratio to 
the average population density in Hokkaido, reached a high of 2.8. This value seems particularly large when compared 
with Morimachi's current value (as of 2018) of 0.67. The population movement between the southern area of Hokkaido 
and Aomori prefecture occurred for many years in the late Jomon period after the stone circle was constructed, a time 
during which Morimachi was relatively prosperous. In the present population study of the Jomon period, the author 
concludes that industrial promotion encouraging a population increase can be expected during the 21st century in 
Morimachi, a key point of transportation.
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はじめに
北海道縦貫自動車道建設に伴う平成 15（2003）年の
発掘調査により、北海道最大の環状列石、置石数 602
個、直径およそ 35m が、森町鷲ノ木の段丘上に発見さ
れた。この遺跡は縄文時代の墓制や東北地方との交流
を図る上で貴重な遺跡であるとの評価を受け、平成 18
年 1 月 26 日「鷲ノ木遺跡」と史跡指定された 1, 2, 3, 4）。
この地は鷲ノ木海岸から 1km 内陸、標高 70m の森
林の中で、駒ヶ岳から北西 14km、函館市から北北西
42km である。（図 1）
現在 2018 年人口 1 万 6 千程度の森町の縄文時代に、
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何故こうした大型の環状列石が制作されたのであろう
か。筆者は前研究で、北海道の縄文期以後の人口密度
の推移を、最新の遺跡数データから計算した 5）。今回、
森町の環状列石を生み出した当時の人口背景に関心を
持った。
北海道南部に位置する内浦湾の南側であり、そして
標高 1131m の駒ケ岳西方に位置する茅部郡森町は、道
央自動車道、国道 5 号線、JR 函館本線が走るとともに、
沿岸の海路とそれに沿った国道 278 号線が分岐する交
通の要衝である。
鷲ノ木海岸は、明治元（1868）年の箱館戦争に先立ち、
旧幕府軍 8 隻の艦船 3 千の兵士を率いて榎本武陽、土
方歳三らが 10 月 20 日に上陸したことで知られる 6）。
この後、旧幕府軍は駒ヶ岳西側大沼の脇の現国道 5 号
線と大船遺跡のある海岸線 278 号・83 号の二手に分か
れて箱館五稜郭に向かって進軍した。この上陸地の近
くに大型環状列石が眠っていたのは偶然だったのか。
内浦湾の対岸 51km 先の洞爺湖町には縄文時代前期
末から晩期中葉（紀元前 3,500 年～紀元前 800 年頃）の
入江・高砂貝塚が形成された集落遺跡、そして 45km
先の伊達市の海岸には北黄金遺跡がある 7）。
さらに内浦湾から南東の太平洋沿岸には、縄文時代
前期後半から中期後半（紀元前 3,200 年～紀元前 2,000
年頃）の大規模な集落遺跡の大船遺跡がある 7）。100
棟を超える竪穴建物跡からなる住居域と大規模な盛土
遺構があり、その南西には墓や貯蔵穴を含む 100 基以
上の土坑墓群が発見されている。
その先の海岸段丘上に立地し、縄文時代早期前半か
ら後期後半（紀元前 7,000 年～紀元前 1,000 年頃）にか
けて、約 6,000 年もの長期にわたる定住を示す集落遺
跡となる垣ノ島遺跡がある 7）。
このような道南の縄文期の遺跡群の配置から見て、
森町の鷲ノ木遺跡周辺は、縄文時代より陸路と海路の
交通の要衝であったであろう。
さらに、津軽海峡を隔て対岸の青森湾近くには八甲
田山系からのびる緩やかな丘陵の先端部、沖館川左岸
の標高約 20m の段丘上に立地する、縄文時代前期中頃
から中期末（紀元前 3,900 年～紀元前 2,200 年頃）に栄
えた大規模な集落遺跡である三内丸山遺跡がある 11）。
そこでは、北海道東部の遠軽地方で産出された黒曜石
が出土している。縄文時代より道南は陸海の交通と輸
送で本州北部とつながるのである 5, 8）。
図 1　鷲ノ木遺跡周辺の北海道南部と青森県の主要遺跡地図
7本論文では、北海道開発の進展に伴い発掘された遺
跡に関する、最新 2018 年 6 月の北海道遺跡データベー
ス・北の遺跡案内を使用し、前回の筆者の人口研究に
続き、小山式考古学的人口推計で、森町の人口密度の
動態を調べることを目的とした。縄文後期に制作され
た北海道最大の環状列石誕生の背景解明に関わる論考
になる。
資料と方法
北海道の縄文早期以後の人口推計に、小山修三式日
本の人口推計 1978 を採用した 9）。遺跡あたりの平均
人口数に各年代の遺跡数を乗じて、各年代の人口値を
推計するのが基本原理である。8 世紀土師器文化期の
1 遺跡あたりの 170 人を基礎人口としている。縄文期
の 1 遺跡あたりの人口は、早期 8.5 人、前期、中期、後期、
晩期で 24 人とした。
本州縄文時代と同じ定数を仮定した北海道の人口推
計は、前回の縄文早期以後の北海道人口密度推計で成
功している 5）。そこで、今回の森町の人口計算でも、
基本は同じである。
北海道固有の遺跡として、続縄文、擦文・オホーツク、
アイヌがある 10, 5）。水田がなく、弥生化しない北海道
では、縄文的な生活が継続した。すなわち、現地民に
文字や、金属器の継続的な製造技術、さらに広範囲な
社会組織がなかった。本研究では、この時代の遺跡人
口を、縄文前期以後と同じく 24 人と仮定する。江戸時
代の原住民人口数と本推計によるアイヌ期の人口数が
ほぼ一致する成功が根拠になっている 5）。
擦文期のオホーツク異民については、日本書記にあ
る斉明天皇が派遣した阿部比羅夫海軍と蝦
え み し
夷との共同
で、蛮行を働く異民族＝粛
みしはせ
慎を弊
へ ろ べ じ ま
賂弁島＝奥尻島で撃
退する史実と一致した 12）。北海道全体では 11% もの
人口流入と無視できない割合があったと推定した 5）。
北海道森町の遺跡数の値は、最新の北海道遺跡デー
タベース北の遺跡案内 2018 年 6 月を使用した 10）。道
のデータベースは森町教育委員会がまとめている遺跡
資料と少し異なる。町の遺跡数は道に登録されている
数に比べてやや多い傾向にある。本研究では全道に対
しての推計で利用した北の遺跡案内のデータを使用す
ることで統一した。これは相対比較には合理的である。
人口密度の計算では、現在の陸地面積（森町 369km2）
の値を使用した。縄文期は、温暖化のため海面上昇が
あり、顕著な内陸への海進があった。そのため、陸地
の形が現代とことなり、また陸地面積は多少小さいこ
とが定性的には知られている 5）。
駒ケ岳の火山活動は活発ではあるが、森町の面積を
顕著に変化させるほどではない。森町の面積は現在の
行政区分の面積としている。
結果
表 1 および図 2 に、森町で発見された各時代の遺跡
数と、それより推計した各時代の人口をまとめた。森
町は森林が多く、発見されていない遺跡もまだある可
能性はあり、真の人口は推定値よりも少し多いかもし
れない。
遺跡数から推定した森町の人口極大値は 672 人、縄
文中期である。環状列石が制作された縄文後期の人口
は減少期にあり 504 人である。縄文前期に、気温が極
大に達した。平均気温は現代より 1 ～ 2℃高い。森町
の人口の極大は、全道と同様に縄文中期である 5）。
人口数では他の地域や全道の値と比較しにくい。そ
こで森町の面積当たりの人口密度（人 / km2）の値が意
味を持つ。遺跡数から計算する人口密度表 2 を作成し
た。全道の平均値も併記したので、森町の特徴が理解
できる。表には現在（2018 年）の値も示している。人
口密度の極大は縄文中期にあり、全道が 0.86 に比べ、
森町が 1.8 と高い。
全道 78,420km2 の平均人口密度と森町の人口密度の
比を相対人口密度として求めると、縄文中期と後期、
すなわち 5 千年前から 3 千年前の間、森町が北海道の
中で特に栄えていたのがわかる。森町の相対人口密度
は、全道の平均値に対し、2.1 倍から 2.8 倍も高かった。
北海道森町環状列石周辺の縄文時代以後の人口密度
年 -6000 -4000 -3000 -2000 -1000 1 592 1336
時代区分 草創期 早期 前期 中期 後期 晩期 続縄文 擦文 アイヌ
縄　　　文　 弥生 飛鳥　平安　 室町古墳   奈良   鎌倉　　江戸
遺跡数 0 2 4 28 21 3 6 1 0
推計人口 0 17 96 672 504 72 144 24 0
表１　北海道茅部郡森町で発見された遺跡数から推計された縄文期以後の人口
注： 2003 年に国立歴史民俗博物館は、弥生土器付着の炭化米の放射性炭素年代測定から、
弥生時代は紀元前 10 世紀に始まることを発表した。
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図２　縄文草創期からの森町人口の推移
図の曲線は目のガイドである。
図３　縄文草創期からの森町相対人口密度の推移
図の曲線は目のガイドである。
草創期 早期 前期 中期 後期 晩期 続縄文 擦文 アイヌ 2018
縄　　　文
　　推計人口密度（人/km2）
森町 0.00 0.05 0.26 1.82 1.37 0.20 0.39 0.07 0.00 43.0
北海道 0.0003 0.11 0.30 0.86 0.50 0.45 0.44 0.47 0.27 63.7
森町相対人口密度
森町/北海道 0.41 0.87 2.12 2.76 0.43 0.89 0.14 0.00 0.67
表２　北海道茅部郡森町の人口密度の推移
特に環状列石が制作された縄文後期が顕著に高く、
全道の値の 2.8 倍である。21 世紀初頭の森町の相対人
口密度が 0.67 であるので、縄文後期の森町は特別栄え
た時代と言える。森町の相対人口密度の値の年代推移
をグラフ化すると、縄文後期の特殊性が際立って現れ
る。（図 3）この人口増加による森町の繁栄が縄文後期
の大型環状列石施設の背景にあった。
縄文時代が終わると森町は衰退する。蝦夷地にホ
ホーツク異民が侵攻する続縄文期後期になりやや人口
が増える。その後、再び衰退し、アイヌ期で人口消滅
になる。この人口推計から、縄文期の森町が栄えてい
たことが想像される。逆に、本州が弥生化した時代以
後、森町は衰退に向かっていった。
考察
今回、縄文早期以後の森町人口を発見された遺跡数
から推計した。しかし、それ以前の草創期や旧石器時
代の遺跡は発見されていない。縄文期以前は海岸が後
退していたので、当時、沿岸近くにあった遺跡は水没
していることも考えられる。この理由から、旧石器時
代の人口推計は過少評価になる。
縄文時代とそれ以後の鷲ノ木遺跡周辺の人口密度推
移は、北海道全体のそれに準じた傾向を示した 5）。し
かし、直径およそ 35m の大型の環状列石が制作された
縄文後期およそ 4 千年前の相対人口密度は、全道の平
均値の 2.8 倍も高いことが分かった。その時代の森町
は道内では相対的に栄えていた証拠である。
環状列石の構成は、図 1 内の写真のように、環状
の置石は外環と内環の 2 重にあり、中央に楕円状の
配石がある 2, 3）。外環の長径は 36.9m、内環の長径は
35.5m、中央配石は長さ 4m、幅 2.6m である。置石の
大きさは、平均 40～45cm、最大は 80cm にも及び、そ
の個数は 602 である。周辺からは砂利の集積遺構と埋
設土器などが、そして南側 5m 地点に 7 基の土坑のあ
る堅穴墓域があった。いずれも縄文後期前半、4000 か
ら 3500 年前に制作されたと考えられている。
これら多数の大石を運び込み、整地した面に並べる
工事は大掛かりであった。石の採取地は 1km 離れた桂
川河口と考えられている 3）。森の中に道を造る。環状
列石を敷き詰める土地の開墾と整地の全てが手仕事で
ある。あるいは利用できる馬がいたのだろうか。工事
に従事する組織と、それを支える社会があったに違い
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ない。
当時の推定人口は、504 人程度である。男性が半数
として 252 人。子供と高齢者を 3 分の 1 と仮定して、
それを除いた男性労働人口は 168 人。この程度の人数
が交替で環状列石建設に従事したのだろうか。1 人が
平均 3 から 4 個の大石を運搬した計算になる。
置石のサイズから 1 個の平均重量を 54kg と見積も
る。2 人一組で運搬すると仮定して、84 組が、桂川河
口から 1km の道のりを環状列石の建設地まで 7 往復し
た計算になる。石の運搬と配置だけなら、ひと夏の期
間で完了するであろう。実際には、石の配置前に、森
林の伐採と整地作業に時間を要した。
今回の森町人口研究は、縄文後期の鷲ノ木遺跡に制
作された環状列石周辺の社会と規模を考察する人口資
料になる。ただし環状列石に関わった集落の地理的範
囲については今後の研究が必要になる。
環状列石の隣には大きな堅穴の中につくられた墓地
である竪穴墓域 2 個が同一面にある。円形の大きさは
長径 12m、短径 9m、深さ 20cm、土坑直径 1～2m で深
さ 0.5～1m。人骨は酸性土のため消失していたが、副
葬品の出土から、竪穴が墓であると結論された 3）。す
なわち、環状列石は、これら墓との関係で制作された
のである。
鷲ノ木遺跡の環状列石は、内浦湾に流れ込む桂川の
支流である上毛無沢川と下毛無沢川に挟まれた河岸段
丘上、標高 70m にある。その東側に広がる標高 37m
の段丘には縄文前期から続縄期の遺物が多数埋もれて
いた。
この遺跡から南東 5km、森インターチェンジの近く
の森川 3 遺跡には、数 10 人が入れる大型竪穴住居跡が
発掘された 3）。これは縄文前期、中期、そして続縄文
の長期間使用されていて、周辺に遺跡が複数発掘され
ている。青森県の三内丸山遺跡に復元された大型竪穴
住居を連想させる 11）。
縄文晩期、続縄文期と、森町の人口は、寒冷化ととも
に減少した。続縄文期の一時的な人口増加があった。
この要因として、続縄文の後期と擦文初期にオホーツ
ク異民族の侵入が考えられる。全道的には異民族の人
口比率は 11% と高い。その侵入地域は、主にオホーツ
ク沿岸、稚内、利尻島、から羽幌、増毛、浜益、奥尻島
までの日本海沿岸である。
森町にはオホーツク異民の遺跡は見つかっていな
い。ただしオホーツク異民に侵略された他地域から蝦
夷民が森町へ逃げ込んだことも可能性はある。
北の遺跡案内の遺跡数データベースから、同時期に
存在する擦文とオホーツク遺跡数から、道内各地域の
オホーツク異民の人口比率（%）を計算した。その値は、
網走 20 稚内 25、利尻島 79、石狩 3.6、恵庭 1.7、千歳 1.7、
奥尻島 25、函館 0.0、森 0.0、伊達 0.0、日高 0.0 である。
続縄文後期に始まった、オホーツク異民の北海道侵入
の人口比率を調べると、東高、西低、南ゼロ、島高であ
ることがわかる。
異民の侵入時に現地民との間で相当な戦いがあっ
たことは想像できる。実際、日本書紀のなかで、斉明
天皇が派遣した阿部比羅夫軍 200 艘は 660 年（飛鳥時
代）、現地蝦夷の要請を受け、奥尻島に侵入した異民 20
艘と戦い、撃退している 12）。その前年に、阿部臣は、
後方羊蹄に政所を置いた。当時の蝦夷は、秋田、青森、
北海道の民である。
恵庭や千歳の異民侵入地から逃れた蝦夷民たちは、
森町へ逃れたのではないか。寒冷化した森町では、青
森への人口流出により、多数の集落が人口消滅してい
たので、彼らは移住しやすかったと思われる。時代は
飛鳥、奈良、平安である。
森町は室町時代（アイヌ期）に人口消滅 0.00 人 / km2
した。続縄文期、本州では稲作が既に開始しているの
で、道南から青森県以南へ移住があったと考えるのは
合理的である。縄文中期には、道東遠軽地方の黒曜石
が三内丸山に輸送されていることや 8, 11, 12）、土器の文
様に、道南と東北地方に共通点があるからだ 3）。温暖
化に向かう縄文期の初期は、青森県から道南地域へ人
口流入があり、そして、寒冷に向かう縄文晩期以後は
逆に、道南から青森県へ人口流出になった。
道南と北東北では共通・類似の北の縄文文明圏が形
成されるなか、数千年にわたる気温変動に促され人口
混合が生じた。世界遺産登録 7）に向けた学術的背景が
ここにある。
青森県津軽平野に位置する田舎館村では、弥生時代
（2 千年前）に稲作社会が始まっている。昭和 56（1981）
年、弥生式土器とともに、水田跡が発見された 13）。北
海道では続縄文期にあって、人口減少の時代である。
人手を多く要する稲作社会に、道南からの移住が加速
する要因となったのではないか。これが森町の人口減
少をさらに進め、擦文（飛鳥、奈良、平安、鎌倉時代）か
ら、アイヌ期（室町、江戸時代初頭）に人口消滅に至った。
活火山の駒ケ岳は縄文中期 6 千年前から 5.5 千年
前に大規模な噴火により周囲に 5km3 の降灰があっ
た 16）。環状列石はその降灰地層の上にある。江戸時代
1640 年に再度大規模な噴火およそ 3km3 にあい 17）、環
状列石は 1m もの厚みの地層に埋もれた。ただし、こ
の時代はアイヌ期と重なり、推定人口密度は 0.00 人 /
km2 である。それ以前の擦文期より森町は人口消滅に
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近い状態にあった。この噴火により、さらに森町への
人口の再流入は遅れたが、厚さ 1m の降灰が環状列石
の原型を現代まで保存した。
擦文期後期、本州の鎌倉時代 1189 年には、源頼朝に
よる奥州藤原泰衡を追討した際に、津軽より人々が夷
島（北海道）へ逃れたとされている 12）。藤原の時代に、
道南各地に市や金山（知内町千軒岳）があった。鎌倉幕
府は京都でとらえた強盗・海賊などの犯罪者を津軽の
豪族安藤氏へ送り、蝦夷ヶ島へ追放した。
本州の鎌倉時代末期から室町時代初頭（1336 年～）
に北海道では考古学上のアイヌ期が始まった。1432
年、陸奥の豪族である安藤盛季は三戸南部氏第 14 代
当主の南部義政に敗れ、十三湊から蝦夷ヶ島へ逃げる。
1442 年、その子である安藤泰季は南部氏に敗れ、翌年 
十三湊から渡海した。1450 年頃には道南に砦となる
12 の館が建設されていた。これが後に松前藩の祖に
なった 14）。
南部から渡島へ逃れ力を持った蠣崎氏は、上ノ国に
1470 年頃、勝山館を建造した 12, 15）。この当時、本州で
は 1467 年の応仁の乱で始まる戦国時代である。鎌倉
時代の終わりころ、安藤氏は津軽十三湊を拠点に活発
な交易をおこない、勢力を拡大していた。十三湊にい
て、津軽・下北を治める安藤氏を下ノ国、秋田湊に本
拠を置く安藤氏を上ノ国とよび、それぞれが支配する
蝦夷ヶ島の範囲も同じように呼んだという。この頃の
蝦夷ヶ島の人々は、日
ひのもと
本、唐
か ら こ
子、渡
わたりとう
党の三類がいた。唐
子は北海道北部（日本海側「西蝦夷」）及び樺太（江戸時
代の「北蝦夷」）に在住の人たち。日本は北海道南部（太
平洋側「東蝦夷」）及び千島列島に在住の人たち。渡党
は、渡
わ た り ど
り人の訛りに当て字をしたもので、党は当時の
西日本の「悪党」にあたる社会集団だったからだと考え
られている。元々盗賊・海賊で、京都から遠島処罰さ
れた者たちの子孫である。
森町が人口消滅 0.00 人 / km2 するアイヌ期には、道
南の函館や松前、上ノ国では、奥州や青森から敗北し
てきた武将たちが勢力を持っていた。本州では戦国時
代で世は乱れ、飛鳥時代に天皇の政所が置かれた蝦夷
地も、混乱の中にあった。
1593 年、5 代松前慶廣は肥前名護屋で秀吉に拝謁し、
朱印状を賜った。さらに、1604 年、慶廣は徳川家康よ
り黒印状を賜り、松前藩が成立した 14）。
全国が安定した江戸時代初期より、函館周辺の漁民
がニシンなどの魚を求めて出漁に森町の沿岸に来て
いた 17）。1738 年には、鷲ノ木が本村となり村落が形
成され。寛政 12 年（1800）、函館六ヶ場所一円の人口
が次第に増加したため幕府はここを和人地と定め、場
所制度を廃止して、各村落の独立を認めた。安政 5 年
（1858）、幕府は箱館六ヶ場所の中心的な村落を「村」に
昇格させて、鷲ノ木は正式に鷲ノ木村となった。
明治になって、北海道に開拓使が設置されると、地
方出張所が森村に置かれた。大正 10 年には管内 4 番
目の町制が施行されて森町が誕生した 18）。昭和に入っ
ても漁業を中心とした各産業の発展が続き、こうして
森町の人口増加となった。
森町の人口は 1980 年に最大 23467 に達した 19）。そ
の時の森町相対人口密度は 0.96 であった。その後、森
町の人口は再び減少傾向になり、2018 年には 15866 人
まで急速に減少している。環状列石が制作された縄文
後期の森町の相対人口密度 2.8 の高さは 21 世紀の今も
なお、最大値である。
函館市（678km2）と森町の相対人口密度の推移を比
較すると、前者は擦文とアイヌ期を除いて縄文早期か
ら現代まで人口密度が比較的安定した様子であるが、
森町は縄文中期、後期の繁栄が特徴である。（図 4）函
館市の 9 千年間の安定した繁栄は津軽海峡を隔てた青
森県との交流に支えられているようだ。函館市太平洋
側沿岸の垣ノ島遺跡からは 9 千年前世界最古の漆塗り
糸で編まれた布地が墓から発掘された 20）。函館市尾
札部町南茅部地区の著保内野遺跡からは 3500 年前の
中空土偶（高さ 42cm、幅 20cm、重量 1.75kg）が発掘さ
れた。これは 2007 年、道内初めての国宝となった 20）。
道南地域の文明は縄文早期より栄えたが、本州の稲作
社会が形成される続縄文以後、衰退した。再び文明化
するのは江戸時代以後である。
高田　純
図 4　函館市と森町の相対人口密度
図の曲線は目のガイドである。
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結語
北海道内浦湾と駒ケ岳の地形的背景と本州最北端の
青森と交流する津軽海峡に面する函館につながるた
め、縄文時代から交通の要衝だった森町は全道のなか
でも比較的栄えていた。縄文後期およそ 3500 年前、森
町の相対人口密度は全道平均値の 2.8 倍と高まった。
こうした人口密度を背景に、竪穴墓域に隣接した直径
35m ほどの大型環状列石が、鷲ノ木海岸から 1km の位
置、標高 70m の段丘上に制作された。その後、蝦夷地
は寒冷化が進む中、函館市や本州側への人口流出が進
み、アイヌ期に森町は人口消滅 0.00 人 / km2 した。本
州で稲作の社会化、国家の形成により文明が発展する
なか、北海道から北東北への人口流出が加速し、道南
の文明は後退した。1640 年の駒ケ岳の大噴火は人口再
流入を遅らせた。江戸時代になって、本州からの人口
流入が再び始まり、漁業を中心に森町は再び活性化し
だした。明治以後、社会整備が行なわれ、森町の人口
密度は 1980 年に極大値 64 人 / km2 となった。ただし、
森町の相対人口密度の最大値は、いぜん縄文後期にあ
る。人口の流入は、北海道社会の鍵となる指標であり、
今後の森町、道南での社会づくりの鍵に違いない。津
軽海峡や内浦湾の海路、本州と青函トンネルで結ぶ高
速鉄道の JR 新幹線、道南と札幌を繋ぐ道央自動車道、
沿岸の国道からなる輸送と交通の要衝である森町に
は、縄文後期のように人口流入を促す 21 世紀の産業振
興が期待できる。
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